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実施期間は、2014年 3月 25日～6月 16日であり、調査対象者の勤務時間前後に各施設の会議
室で実施した。インタビューに要した時間は、調査対象者 1名につき約 30～40分であった。個




が 4名、「女性」が 2名であり、年齢は 21～28歳であった。所持資格は「介護福祉士」が 3名、
「訪問介護員 2級」が 3名であり、教育歴は「大学卒」が 1名、「専門学校卒」が 3名、「高等学
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